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女性の「ライフスタイルJと学習意識との関係

-特に短期大学卒業生についてー

女性 ライフスタイル 学習意識

I 調査の目的と方法

1 )目的

急速に進む高船化社会の中で女性の老後が長くなり、

O堀 良子(帝塚山学院大学)

浅田隆夫(目白学園う

それだけ人生における“余暇時間"

が多くなった。この自分の時聞をどのように生きるかは人生設計をどうデザインするかと

いうことであろう。

本調査は短期大学を卒業した女性が卒業後の自らのライフスタイル (L fe Sty 

1 eを以下 L/Sと略記一個人の生き方や暮らし方を意味し、それは今日の社会の生活文

化の状況を個人の価値意識によって規定されるもの)をどう位置づけているのか。その L

/Sからみた学習意識を分析し、人生80年時代を活力とゆとりのある生活実現の環境づく

りのための資料としたい。

2 )対象と方法

対 象 -M短期大学卒業生名簿(1万 5干名)よりし 250人を抽出、回収された集計実数

は 441人、これを I-VIに区分した。回答者 441人の『卒業年度」ごとの人数の割合は表

1に示すように、 I期・ 14%、 E期・ 10%、 E期・ 17%、lV期・ 28%、V期・ 24%、班期

・7% (小数点は第 1位以下四捨五入)である。(表 1) 

方 法一郵送による質問紙調査、調査実施時期は平成 5年 2月-3月。

有効回収率、 34.8%。

3 )結果と考察

本調査では、 L/ S 5つのパターンで示し自己評価してもらった。以下 5つの L/Sの

パターンを示す。

第 1のパターンは「自分の好きな人生を楽しく生きてゆくほうである j という L/Sで、

これを「享楽型 J とする。第 2は「伝統を大切にし、自分のことよりも家族やっき合いを

大切にするほうである』という L/Sでこれを f伝統型 j とする。第 3は『あまり伝統や

習慣にこだわらず自分の欲望に忠実に生きるほうである J という L/Sでこれを f自律型 J

とする。第 4は f目標を立てそれに向かつて一生懸命努力するほうである j という L/S

で「努力型 j とする。第 5は家族のため社会のためには自分を織牲にしても尽くすほうで

ある J という L/Sで「他人(社会)型 J とする。全体的な L/Sの傾向としては、自分

は「享楽型 j とする人が38.9%ともっとも多く、次に『努力型」が23.9%、 「伝統型 J が

19.7%、 「自律型 j が 10.0%、 「他人(社会)型 Jが 7.5%の順になっている o

次にこれらの L/Sを年代別にみてみると、卒業時期によって差がみられる。 I期(19 

65-'70年卒)の年代は「享楽型 J と「伝統型 j がそれぞれ25.4%、 f努力型 Jが22.0%で、

4人に l人が選んでいる。 r他人(社会)型 J は18.7%とこの「他人(社会)型 Jでしめ

る割合は I期の年代が最も多い。 E期(1971-'75年卒)の年代は「享楽型 j と「伝統型 J

のしめる割合が I期よりやや増加し f他人(社会)型 J が減っている。 E期(1976-'，80年
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卒)では「享楽型 J とするものは 2人に l人となっており「努力型 J 、 f自律型 J とする

評価は他の年代に比べて最も少ない。 IV期(1981-'85年卒)、 V期(1988-'90年卒)では

「享楽型 j とする割合は E期に比べて少ないが、 f努力型 j であるとする人が増加してい

る。卒業年度のおそい VI期(1991-'92年度)では「享楽型 J と評価する人が 53.3%ともっ

とも多く、 f努力型 J とする人が 3人に 1人となっている。だが、 f他人(社会)型 J と

する人はいない。

回答者の年代別にみられる L/Sの傾向からみて卒業年度が下がるにしたがって各自の

L/Sは f伝統型 j や『他人(社会〕型 J は減少し「享楽型 j 、 『努力型 j といった自己

実現を重視する生き方が選択される傾向がみられた。(表 2) 

学習の現状とライフスタイルの関係

短期大学卒業後の学習状況について、詳しくたずねた結果の中から、 5つの L/Sと有

意な差がみられた項目を取りあげ分析を行う。

学習情報の入手の方法(表 3) 

学習に関する情報をどのようにして入手しているか、その方法を 14項目を示し、主なも

のを一つ選択してもらった。その結果は表 3で示すように緩めて多様であった。

入手の方法として 1位に f知人から j と回答したのは「努力型 J 以外の 4つの L/Sで

ある。つまり「享楽型 J (22.9%)、「伝統型 J (27.8%)、「自律型 J (30.3%) 、 「他人

(社会)型 J (30.8%)、で人から人への口込みの情報が重視されている。次いで「新聞 j

f雑誌 J 、 「本 j からの入手が多く「享楽型 J は (35.7%)、「伝統型 J (47.2%)、f自律

型 J (24.3%)、「他人(社会)型 J (27.0%) となっており、さらに fタウン誌 j 、 「広

報誌」を加えると活字メディアからの情報収集の割合が高くなっている。次に、 「テレビ J

をあげたのは「享楽型 J (10.7%) 、 「自律型 J (12.1%) 、 「他人(社会)型 J (23.1 

%)特に「他人(社会)型 J はその割合が高いが、映像メディアからの情報を入手する機

会は活字メディアに比べると少ない傾向が示された。一方、 「努力型 J は「新聞(22. 1 

%)が 1位として活字メディアから収集する割合は 60%近く、 「知人から j は (11.7%)

とその傾向に違いがみられた。また f享楽型 Jでは「職場」と回答した女性が (10.7%)

みられた。

2 学習の「きっかけ表 4- 1 ) 

卒業後の学習方法についてこの 1年間学習を始めたきっかけについて 27の項目を示し、

その理由を 3つ選択してもらった。その結果、次の項目に有意な差がみられた。それは①

「資格を取得するため J、② f生きがいのため J 、(各々 P. <. 05) の 2項目である。回

答者の L/Sからみると f資格取得 J と回答したのは f努力型 (31.3%) 、 「自律型 J

(25.5% )に多く、生活に目標をもって卒業後も資格取得を目ざす姿勢は自らを「努力型 J

「自律型 J と回答した女性の意欲的な学習態度と付号している。

次に「享楽型 J (18.4%) 、 「他人(社会)型 J (15.6%) 、 「伝統型 J (14.3%) と

なっている。女性の生き方が多様化し、客観的実力としての資格の取得意識はますます高

まることが推察される。

② f生きがい j については 39人 (9.3%)と決して多い人数ではないが、その中で「他人
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(社会)型 J (18.8%)の回答者が多い。自らを「他人(社会)型 j と自己評価した女性

たちは卒業年度が早い I期から E期までがほとんどである。子育てを終えた年代の人たち

が生きがいのために学習に取り組んでいることが推察される。続いて f努力型 j 、 「伝統

型J が同じ割合で続いている。

3 この 1-2年間の学習状況(表 4-2 ) 

まず、職場での学習方法について 10の項目で回答を求めたもののうち f他の企業での研

修に参加 J (P. <. 01)の項目に有意差がみられた。

この回答者は「他人(社会)型 j 、 「努力型 J 、 『伝統型 J に多く「努力型』は自らの

目標のため、 f他人(社会)型 J 、 f伝統型 J は自らのためでなくとも、学習の機会を活

用していることがうかがえる。

次に、地域で参加している活動についてであるが、回答者が暮らしている地域でどのよ

うな活動をしているのかについては)参加している場所 (2)参加している内容について質問し

た。

(I) 参加している場所(表 4-3 ) 

地域でどのような活動に参加しているのか「場所 J について 12の項目を設けあてはまる

ものを選択してもらった。

有意差がみられた項目は① f学習していない J (26.4%)② f各種学校に通っている j

(4.3%) (各々 P. く. 05)の 2項目である。

地域での学習に参加していない回答者は f享楽型 J、 「伝統裂 J 、 「自律型 J に多く、

3人に 1人である。一方、 f他人(社会型) Jでは何らかの方法で学習に参加していて参

加していない人はわずか 3人である。

②「各種学校に通っている J と回答した人は 5%以下と僅かであるが、卒業後も更に目

的をもって学習に取り組んでいることがうかがわれる。そのうち「努力型 Jが全体の半数

をしめており、次に「他人(社会)型」、 f享楽型 J と続いている。

(2) 学習活動の内容(表 4-4 ) 

活動内容について具体的に 12の項目を設け選んでもらった。 L/Sからみると① f仕事

の技術や資格に関連した内容の活動(P. <. 001)、②「学習していない J (P. く.

01)、③「社会福祉や奉仕活動 J (P. く. 05)、④「その他(P .く. 05) の 4つの

項目に有意差がみられた。

①「仕事の技術や資格に関連した活動 j に参加している割合が最も高いのは「努力型 j

(38.4%) である。 r努力型 J と評価する女性たちは卒業年度が下がる V、 VI期に多くみ

られる。地域の中で仕事に関する技術や資格向上のため学習に積極的に参加していること

がうかがわれる。次に f他人(社会)型 J 、 「自律型』、 「享楽型 J は 5人に l人の割合

でそれぞれが学習に参加している。しかし「伝統型 J は低い割合 (8.3%)である。

②「学習に参加していない J と回答した女性たちは全体として 3割近い o 特に「自律型 J

は高い割合 (41.2%)である。 r享楽型 J 、 f伝統型 J は 3人に i人の書IJ合で学習に参加

していない。

③ f社会福祉や奉仕活動(ボランティア活動) Jでは f他人(社会)型 Jの女性の 5人

に 1人の割合で地域の中でボランティア活動に参加がみられるものの、この L/Sの女性

たちは卒業年度の早い I-illMの女性たちである。この活動は現状ではまだ十分に機能し
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ていないことがうかがわれる。

4 学習できなかった理由(表 5) 

f短大卒業から現在まで j の期間において学習を行うことができなかった理由について

24項目を示し、女性が学習を行う上での障害をたずねた(3つ選択)。その中で L/Sと

の関係で有意な差がみられた項目は①『育児に追われて j ② f結婚のため J③「学習意欲

がわかない J (P. <. 05) である。 r伝統型 Jの女性たちの 3人に l人が「育児に追わ

れている J と回答している。 r伝統型 J は自分のことより家族を大切にするという L/S

で 3人に 1人は子育てに専念している(いた)ということになる。

「享楽型 J 、 f自律型 J 、 f努力型 J は同じような割合の傾向である。 r他人(社会)

型 Jでは育児を理由にする女性は少ない。 r育児の忙しさ J を理由にする女性たちは f女

性は家庭に、子育てには女性が j の役割をしている人たちではないかと考えられる。次に、

低い割合であるが、 「努力型 J 、 f自律型 J の女性に「結婚のため j を理由としてあげて

いる者がみられる。

5 社会教育事業内容への希望(表 6) 

今後の社会教育事業の申でもっとカを入れてほしい学習内容について 21の項目をあげて

解答を求めた(3つ選択) 0 L / Sとの関係で有意な差がみられた項目は① f女性問題や

労働問題を考える内容 J (P. く. 001)、② f趣味やレクリエーションに関する講座 j

( P .く. 05)、③「健康増進やスポーツに関する教室(P. <. 05) の 3項目である。

①「女性・労働問題 j とL/Sとの関係では「自律型」の女性に割合が高< (34.9%) 

次いで f努力型 J の (20.2%) 、 「享楽型 J (12.3%) の順、他の型は 1割以下で、特に

「他人(社会)型 J は少ない (3.1%) 

女性たちは社会的役割に参与しつつある現在、 f自律型 j 、 「努力型 j の L/Sとする

女性たちに、女性の生き方、職業への意識の高さがうかがわれる。

②次に、 f趣味、レクリエーション講座 J との関係では『伝統型 j の女性の 3人に 1入、

「享楽型 J 、 「自律型 J の女性の 4人に l人、 「他人(社会)型 J の女性の 5人に l人の

割合でこれらの講座の充実を希望している。飽味、レクリエーションといってもその内容

は多様であるが、育児に追われて学習できなかったとする f伝統型 Jの女性たちに比較的

希望が高い。総じて、女性が自らの生活を楽しむ機会を求めていることがうかがえる。

③ f健康、スポーツの講座 Jの回答では「伝統型 J (23.8%) 、 「享楽型 J (20.9%) 

の割合が高くなっている。

f伝統型 Jは卒業年度の古い年代に多くみられることから健康志向へ、また f享楽型 j

は卒業年度の新しい年代に多くなる傾向のみられることからスポーツの技術志向へと関心

が示されているように推察される。

まとめ

1 .ライフスタイルの 5つのパターンのうち「享楽型 J とする女性たちは、いずれの卒業

年度でも一番多いが、卒業年度が下がるほどその割合は高くなっている。特に VI期の若い

世代、 E期の中堅世代は 5書IJ前後となっている。学習情報の入手方法は「知人から」が l

位である。次いで「雑誌 J となっていて『新聞 J 、 f職場 J 、 「テレビ j が同じ割合で続

いている。 r職場 Jでの情報収集は l割ではあるが他の型より多い。学習のきっかけは

「資格取得のため」とする女性が 2割近い。学習状況としては、 「学習していない J女性
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が 3~J いるが、今後の社会教育事業として『避味・レクリエーション・健康・スポーツ講

座 j にもっとも力を入れてほしいと希望している人たちが 5割近く学習への意欲がみられ

る。

2 .伝統型 Jでは、 VI期の若い世代は 1IIJにも満たないが、卒業年度が上がるに従って

多い傾向となる。学習情報の入手は 3割近い女性が f知人から j としている。次いで f新

聞」、 「雑誌」、 f本 j となっており、さらに「広報誌 Jを加えると、活字メディアから

の情報を収集する割合は 50%をこえている。学習のきっかけは f資絡を取得するため j

「生きがいのため」がほぼ同じ割合である。

学習状況は、 f学習していない J とする女性が「自律型 Jについで多い。その理由は

「育児のため」が高い割合をしめている。子どもを産み育てながらも女性が学習できる環

境づくりが重要だと恩われる。今後の学習として「趣味・レクリエーション・健康・スポ

ーツ講座 J の希望の割合が特に高い。

3 .自律型 j は卒業年度 VI期、 V期の女性に比較的多くみられる。学習情報の入手は

「知人から Jが 3tJJで第 1位、次いで『本 j 、 「テレビ』が同じ割合となっている偽

. ，学習のきっかけは 4人に 1人が「資格取得のため j とそ

の意識の高い傾向がみられる。 r学習していない j と回答した女性は一番多いが、今後の

学習では「女性労働問題 j を希望するものが、 3~刊をこえていて他の型よりもっとも多い。

また f趣味・レクリエーション・健康・スポーツ講座 J の希望も 4人に l人と積極的な姿

勢がみられる。

4 .努力型 J は若い世代になるほど多くなっている。学習情報の入手方法は f雑誌から j

が第 l位、次いで「本」、 『新聞 Jからとなっており、さらに『タウン誌 J 、 f広報誌 j

を加えると、活字メディアから情報を収集する割合は 6寄lをこえている。次に『知人から J

となっていて、他の 4つの型と異った傾向がみられる。学習のきっかけは「資格取得のた

め』とする者が 3tJJをこえていて、他のいずれの型よりもっとも割合が高い。また地域で

の学習活動内容も f技術の向上、資格に関するもの j に 4tJJ近い女性が参加していて学習

の目標を持ち意欲的に取り組んでいる。一方、 「育児 j 、 「結婚 j のため学習できなかっ

たとする女性も 4人に 1人いる。今後の学習として f女性・労働問題』への意識も高い。

5 .他人型 J は 5つのパターンのなかでももっとも割合が少ない。若い世代 VI期ではこ

の型に属する者はみられず、卒業年度が古くなるにつれて多くなっている o 情報収集は

「知人から」が 3害IJで第 l位、次いで「テレビ J となっている。 rテレビ j からの入手は

この型がもっとも多い。学習のきっかけは f生きがい j 、 「資格取得のため j の順で他の

型と違った傾向がみられる。地域での活動で fボランティア活動 J をしている者はこの型

が一番多く、また学習の参加率も学習意欲も高い。

表 l
卒業年度 人 数 % 累積頻度 累積%

N A 6 1.4 6 1. 4 
1965一.70年 60 13. 6 66 15. 0 
1971ー.75年 43 9. 8 109 24. 7 
1976-'80年 73 16. 6 182 41. 3 
1981ー.85年 124 28. 1 306 69. 3 
1986-'90年 105 23. 8 4 II 93. 2 
1991 ・92年 30 6. 8 441 J 0 O. 0 
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量 2 自陣 位【，，}

ライフスタイルの型
車牽璽 伝統墨 自修型 時力型

他人 l

卒章受手11 〈社告}聾

全 体 耳目 19. 7 10.0 飽 a 1.5 

IlIII (町一10年} お 4 25.4 8.5 22.0 18.1 

E期 (11-75年} 29.3 施s 1.3 22.0 14.6 

E期 06-削年) 4&6 釦ι 5.6 13・11.1 
町制 (81-85~) ぬI 20.0 14.2 25.0 0.7 

VlIII (師-90年} 却。 16.0 11.0 担。 5.0 

明鯛 (91-92年) 日3 6.1 10.0 30.0 。

一一
書3 学習情報の入手方法・ lつ週択

率量年度
合計 テレビ ラジオ 新聞 雄総 本 タウν誌 広 111能 回置恒 知人 .嶋 車臨 融師 "ソコン その他

ライフスタイルの型

N 1 140 15 3 15 21 14 4 8 3 担 15 4 • l事事型
%1 1曲 10.71 2.14 10.71 15曲 10曲 Z師 5.71 2.14 22.曲 10.1 z闘 0.71 0.71 z曲

N 12 4 。 14 10 10 。 T 3 初 2 。 。

2.伝肱型
旬 l冊 E弱 O.曲 19.44 13駒 la冊 a冊 9.12 4.11 21.18 2.18 1.39 a曲 a曲 1.39 

N 却 4 。 2 2 4 2 。 3 10 l 2 。 2 
2自律型

%1 1曲 12.12 。開 邑田 6崎 12.12 且曲 。個 a曲 加担 a03 3.03 且冊 。帥 邑冊

N η 4 13 17 15 2 3 1 @ 4 。 6 
4膏力型

%1 1曲 5.19 I却 16.腿 n岨 19.48 z印 a冊 l却 11回 5.19 1却 l釦 。曲 7祖

N 26 6 。 4 2 。 o l s 2 。 。 。 2 
s 他人イ社会}型

%1 1個 23.08 a曲 15.38 7個 乱酷 a回 a佃 E田 加 71 7曲 0.(附 。曲 。曲 1回

‘1. ...四.. ，・~-~"・官、， -

書 学習の現状』とライフスタイルとの闇蝿

7 イフスタイルの型 古 1IN 他人
軍事型 伝続型 自体型 寄力型

質問項目 % 社会〉型

39 6 11 3 13 6 
生きがいのため 判院

9.26 3曲 lalO 6.98 13.13 18.15 

89 初 12 11 31 5 
け置絡を取帽のため 本

21.14 18.40 14.29 25.58 31.31 15倒

他の企量での研値 笥 T 6 a 3 

に書加 *ホ E制 4.29 1.14 Zね 8師 9.34 

3 18 5 E e 9 2 
畠植宇佐に遍ゥているヰz場 4.28 3.07 2.38 O.曲 a冊 6.25 

111 49 窃 13 18 2 
学習していはい 事

26釘 四冊 33.33 掴 23 18.18 @羽

4 社会福雄ゃ・仕活動 25 7 8 I 3 e 
学 (.y.ラノテ<7活動}本 5.94 4.29 9.52 2.33 3.03 18.15 

冒 仕事の佳情や寅帽に関連 剖 お T 7 調 e 
活 Lた内容由活動 4院本* 19.95 15.95 8.33 16掴 調甜 18.15 

動 幻 e @ 3 ' e その他 キ

'" 7.84 3.68 10.71 6岨 9.09 18.15 

内 111 52 釘 18 18 2 
学習していない 事事

18.18 富 訂.19 31.90 32.14 41.86 6.25 

(X.検定牟， P.<. 05. 宇*:P く 01.存率事 P. <. 001) 

X'~74.16 

表 学冒できはかqた理由jcライフスタイル由開帳

ライフスタイル町型 合計 N 他人

薗問項目
車牽型 伝統型 白梅型 野力型

" 
社会)型

制 泊 却 8 16 4 
宵児に追われている * 

19.95 17.18 33.33 18.60 16.16 12.50 

21 13 l 4 2 
学習童福kがわか伝い 本

4同 1.98 1.19 9.30 E舵 3.13 

24 6 1 4 11 2 
結婚のため 調ド

5.10 3.68 1.19 9.30 11.11 6.25 

(X'検定*， P.<.05. 本 F く.01. 事**:P く曲1)

表 社会教育司匹量的中でもっと力を入れてほしい内容1とライフスタイル町欄保

ライフスタイル町型 合計 N 他人

町細目
事楽聖 伝続型 白梅型 努力型
% 祉会)型

女性I掴や労働問橿を 62 却 6 15 叩

考える内容 本$事 14.13 12.21 1.14 制圃 20却 3.13 

瞳暗唱レタリエーシー 曲 40 21 11 12 6 

ン4こ関する麗座 * I 22.8。 24.54 32.14 お 58 12.12 18.15 

値目匝増遭やスポー川こ 12 剖 却 6 8 4 

闘する教室 ホ 17.10 却，踊 23.81 13田 B岨 12却

(X'検定*， p く 05. *本:P. <刷*本事 F く帥1)
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